
2016年（平成28年）９月定例議会

9月定例議会

　

９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
９
月
28
日
ま
で
の
28
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
は
平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
や
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事
）

な
ど
20
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
認
定
、
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
返
済
不
要
の
『
給
付
型
奨
学
金
』
の
創
設
お
よ
び
無
利
子
奨
学
金
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
」
と
「
無
年
金
者
対
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
11
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

平成27年度一般会計決算　

●歳入の内訳
102億4,096万円（前年度比6.8％増）

円グラフをたてに 60％

グラフのグループ化を解除

グラフを下にずらしてコピー

ずらしたグラフと上におくグラフをつなぐ

町税（37.7％）
36億4,977万円

県支出金（6.2％）
5億5,230万円

町債（6.5％）
7億2,487万円

入ってきたお金
102億4,096万円

町税（35.6％）
36億4,977万円

その他（5.5％）
　5億6,324万円

地方消費税（4.7％）
4億8,609万円

県支出金（6.2％）
6億3,468万円

繰入金（4.3％）
4億3,568万円

国庫支出金（10.8％）
11億222万円

地方交付税（19.7％）
20億1,670万円

町債（6.5％）
6億6,487万円

繰越金（3.6％）3億7,257万円
諸収入（3.1％）3億1,514万円

円グラフをたてに 60％

グラフのグループ化を解除

グラフを下にずらしてコピー

ずらしたグラフと上におくグラフをつなぐ

民生費（33.9％）
32億7,236万円衛生費（7.8％）

7億5,936万円 使ったお金
95億3,905万円

民生費（34.3％）
32億7,236万円

その他（1.2％）
1億1,234万円

労働費（0.1％）

公債費（7.6％）
7億2,609万円

土木費（13.0％）
12億3,999万円

総務費（17.8％）
17億21万円

教育費（10.0％）
9億5,821万円

商工費（1.3％）
1億2,468万円

農林水産業費（1.7％）
1億6,125万円

消防費（5.3％）
5億456万円

衛生費（7.8％）
7億3,936万円

●歳出の内訳
95億3,905万円（前年度比3.5％増）

監査委員の審査意見の抜粋
① 「第４次宮代町総合計画」の平成27年度に予定していた実行計画の工
程は、おおむね順調に達成されております。

② 町税収納率の向上のため、実質的な公平性を保ちつつ、悪質な滞納者
への対応を厳しく進めてください。

③ 持続可能な行財政運営を行うため公共施設の再編計画策定事業が進ん
でいます。

④ 宮代町の定住人口の増加に繋がる道仏土地区画整理事業、東武動物公
園駅西口・東口整備事業は、引き続き事業を推進してください。

⑤ 社会的弱者への支援、子育てしやすい環境の整備は、現在の町民のみ
ならず、将来宮代町に定住する可能性のある人々の熱い視線を浴びて
います。さらなる工夫をお願いいたします。

⑥ 防災は、自助、共助の意識向上に努めつつ、引き続き啓発活動に努め
てください。

⑦ 商工業活性化を一層推進するとともに、近隣大学との連携によるワー
クショップや観光事業など、にぎわいづくりをさらに進めてください。

問　

職
員
研
修
の
成
果
は
ど
の
よ
う

に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

職
員
研
修
が
ど
う
い
う
内
容
の

勉
強
だ
っ
た
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
も
の
は
何
か
、
今
後
ど
う

い
う
も
の
に
生
か
し
て
い
き
た
い
か

な
ど
の
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
る
。

上
級
管
理
職
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て

総
務
課
に
報
告
書
を
提
出
。
総
務
課

で
は
そ
の
内
容
や
成
果
を
確
認
し
て

い
る
。

問　

超
過
勤
務
手
当
６
７
３
万
円
は
、

前
年
度
比
で
１
５
４
万
円
増
え
て
い

る
が
、
ど
う
い
う
理
由
か
。

答　

人
事
評
価
制
度
の
構
築
に
向
け

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

庁
内
各
課
か
ら
７
名
の
職
員
が
参
加

し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
手
当
で
あ
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
委
託
料
は
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

委
託
料
は
寄
付
額
の
５
％
で
あ

る
。
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
と
い
う
サ

イ
ト
を
使
っ
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
。

問　

自
治
会
長
の
な
り
手
が
い
な
い
、

１
年
交
代
の
自
治
会
長
が
増
え
て
い

る
。
そ
こ
へ
敬
老
会
、
地
域
交
流
サ

ロ
ン
、
町
民
祭
り
な
ど
の
参
加
の
要

請
と
な
る
と
、
ま
す
ま
す
自
治
会
長

の
な
り
手
が
い
な
く
な
る
の
で
は
。

答　

一
番
苦
労
し
て
い
る
の
は
実
績

報
告
書
の
取
り
ま
と
め
が
負
担
に
な

っ
て
い
る
。
報
告
書
や
申
請
書
な
ど

の
簡
素
化
を
含
め
、
担
当
課
と
の
調

整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　

空
き
家
に
鳥
が
巣
を
つ
く
り
、

周
辺
か
ら
苦
情
が
出
て
い
る
が
。

答　

現
在
17
軒
の
空
き
家
を
確
認
し

て
い
る
。
年
２
回
、
現
地
を
調
査
し
、

写
真
な
ど
を
撮
り
、
本
人
宛
に
適
正

管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
状
況
は
、

要
望
箇
所
が
21
か
所
に
対
し
、
新
設

が
２
か
所
で
は
少
な
い
の
で
は
。

答　

交
通
安
全
対
策
協
議
会
に
諮
り
、

警
察
も
一
緒
に
現
場
を
見
て
、
最
終

的
に
み
な
さ
ん
の
意
見
を
ま
と
め
た

上
で
、
答
申
が
出
て
い
る
。

総務・財政総務・財政

生活・環境生活・環境

主な使いみち

主な使いみち
●交通安全対策事業 1,009万円

●公害防止対策事業 3万円

●防犯活動事業 1,070万円

●進修館管理事業 4,035万円

●県知事選挙執行事業 972万円

●地域コミュニティ活性化事業 2,192万円

●男女共同参画社会推進事業 8万円

●便利バスが走る事業 1,148万円

●庁舎等管理事業 8,458万円

●みやしろ定住促進作戦 364万円

職
員
研
修
の
成
果
は
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か

自
治
会
長
の
な
り
手
を
増
や
す
環
境
を

●特集／平成27年度一般会計決算

わ
た
し
た
ち
の
税
金
は
ど
う
活
か
さ
れ
た
か

わ
た
し
た
ち
の
税
金
は
ど
う
活
か
さ
れ
た
か
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問　

待
機
児
童
の
状
況
は
。

答　

国
の
基
準
に
基
づ
い
た
待
機
児

童
は
17
名
。
申
し
込
ん
で
も
入
れ
な

い
児
童
が
22
名
で
あ
る
。

問　

待
機
児
童
解
決
に
向
け
た
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

待
機
の
中
に
は
ゼ
ロ
、
１
、
２

歳
、
低
年
齢
児
が
多
い
の
が
現
状
で
、

小
規
模
保
育
に
つ
い
て
も
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
幼
稚
園
を

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
で
き
な
い
か
、

民
間
保
育
所
が
定
員
拡
大
で
き
な
い

か
、
働
き
か
け
を
し
て
い
る
。
そ
れ

で
も
め
ど
が
立
た
な
い
場
合
は
、
新

た
な
保
育
所
の
設
置
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　

災
害
時
要
支
援
者
と
あ
ん
し
ん

カ
ー
ド
設
置
が
減
っ
て
い
る
が
。

答　

災
害
時
要
支
援
者
が
53
人
減
り
、

あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
の
設
置
は
22
件
減

っ
て
い
る
。
新
た
に
登
録
を
す
る
方

に
比
べ
、
今
ま
で
登
録
し
て
い
た
方

の
死
亡
や
転
出
、
施
設
入
所
に
よ
っ

て
登
録
を
外
れ
る
方
が
多
い
。

問　

農
地
を
貸
す
な
ど
、
農
業
を
や

ら
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
中
、

用
排
水
路
の
藻
狩
り
を
や
る
人
が
減

っ
て
い
る
が
、
対
応
は
。

答　

小
規
模
農
地
基
盤
整
備
事
業
の

中
で
、
用
排
水
路
の
維
持
管
理
事
業

が
あ
り
、
地
区
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、

補
助
な
ど
の
説
明
を
し
、
や
っ
て
い

け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

問　

遊
休
農
地
の
推
移
状
況
は
。

答　

遊
休
農
地
面
積
は
、
平
成
27
年

度
は
53
・
49
㌶
、
26
年
度
は
55
・
08
㌶
、

25
年
度
は
53
・
13
㌶
。
こ
こ
数
年
は

50
㌶
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

問　

毎
年
廃
業
し
て
い
る
店
舗
が
あ

る
。
電
気
代
の
関
係
か
ら
商
売
を
や

め
た
ら
街
路
灯
を
撤
去
し
て
欲
し
い

と
い
う
声
に
ど
う
応
え
て
い
く
の
か
。

答　

申
請
の
あ
っ
た
商
店
会
の
街
路

灯
に
電
気
代
と
し
て
１
基
あ
た
り
年

間
４
千
円
を
補
助
し
て
い
る
が
、
快

適
な
買
い
物
環
境
づ
く
り
が
目
的
の

電
気
代
補
助
で
あ
り
、
廃
業
時
の
撤

去
費
用
ま
で
は
見
込
ん
で
い
な
い
。

医療・福祉医療・福祉

農業・商工農業・商工

主な使いみち

主な使いみち

●宮代町生活サポート事業 109万円

●障害者地域生活支援事業 2,274万円

●こども未来事業 1,283万円

●地域敬老会支援事業 726万円

●健康診査事業 2,529万円

●新しい村管理運営事業 2,782万円

●商工業振興事業 1,443万円

●メイドイン宮代PR事業 35万円

●ウエルカム宮代事業 671万円

●消費者対策事業 133万円

待
機
児
童
解
決
の
抜
本
対
策
は

用
水
路
の
藻も

が狩
り
を
す
る
農
家
が
減
っ
て
い
る
が

●特集／平成27年度一般会計決算

問　

具
体
的
な
小
中
学
校
の
建
て
か

え
時
期
は
い
つ
か
。

答　

建
て
か
え
が
集
中
す
る
時
期
は

平
成
30
年
代
か
ら
平
成
40
年
代
で
あ

り
、
こ
の
時
期
に
コ
ス
ト
が
か
か
る

と
い
う
見
通
し
を
立
て
て
い
る
。
具

体
的
に
い
つ
建
て
か
え
る
か
に
つ
い

て
は
、
現
段
階
で
は
定
め
て
い
な
い
。

問　

学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て
の
保

護
者
の
考
え
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

て
い
る
か
。

答　

こ
れ
ま
で
の
審
議
会
や
平
成
26

年
の
意
識
調
査
な
ど
か
ら
、
総
論
と

し
て
、
子
供
た
ち
が
生
き
生
き
と
す

る
場
と
し
て
の
学
校
に
は
、
そ
れ
な

り
の
規
模
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
と
解
し
て
い
る
。

問　

図
書
館
の
利
用
者
数
と
蔵
書
数

が
減
っ
て
い
る
が
、
原
因
は
。

答　

図
書
購
入
費
が
減
り
、
そ
の
関

係
で
新
刊
数
が
減
っ
た
た
め
、
貸
出

数
が
減
っ
た
。
ま
た
、
町
外
の
方
も

減
っ
て
い
る
。
昨
年
、
８
月
は
非
常

に
暑
い
日
が
続
き
、
11
月
は
雨
な
ど

の
天
候
不
良
も
影
響
し
て
い
る
。

教育・文化教育・文化
主な使いみち

●小中学校再編計画策定事業 25万円

●不登校対策事業 707万円

●英語指導助手活用推進事業 912万円

●図書館管理運営事業 8,337万円

●文化財保護事業 92万円

学
校
の
具
体
的
な
建
て
か
え
時
期
は

●特集／平成27年度一般会計決算

丸藤栄一 議員
　小中学校にエアコン設置が進んでいるのが
県内の流れだが、それとは逆になっている。
　保育料の引き下げと待機児の解消は急ぐべき。
保育料は高く３歳児以上では県内トップクラス。
　小中学校の統廃合は、宮代町の将来を大きく
左右する問題として住民合意が不可欠である。

小河原 正 議員
　平成27年度決算は、容認できない内容とし
て、新庁舎建設時に確約された、３役は常時
顔の見える立場が個室に入ってしまった。
　町民の要望が、まだ根強い「ふれ愛センタ
ー」の復活および障がい者支援入所施設の計
画に積極的支援などの意見を述べて、反対を
した。

金子正志 議員
　反省点をあげ賛成する。杉戸町との合併を
望む62.5％と最も多い。結果を尊重して来年
度はしっかり取り組んでいただきたい。公務
員の給与は民間準拠のはずである。町民の総
所得は年々減り続けている。地域の賃金水準
から見て高すぎる公務員の給与は問題が多い。

⻆野由紀子 議員
　道仏地区への投資効果が表れてきている。
ふるさと納税に早くから着目し、努力してき
た結果がみてとれる。
　和戸駅バリアフリー化、子育て支援は進ん
だ。情報クラウド化により経費削減もみてと
れた。住民福祉増進に努めるとともに、最小
の経費で最大の効果を。

中野松夫 議員
　道仏土地区画整理、東武動物公園駅西口周
辺整備、和戸駅のバリアフリー化工事。
　平成27年6月庁舎内に子育て広場開設。
　農業塾生支援、農地集積(利用権設定)。
　小中学校適正配置計画の策定。
　地域コミュニティの促進。

保育料の引き下げと待機児童の解消を

町民の声が十分反映されたか

町民の税金を大切に使う

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
討
論

討
論
討
論反対です

賛成です討
論
討
論

引き続き、厳しい財政に努力を

平成27年度次の主な事業を進めた
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な
っ
て
い
る
。

　

保
険
料
は
、
低
所
得
者
分

の
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
た
も

の
の
、
第
１
号
被
保
険
者
の

増
加
に
よ
り
収
入
済
額
は
５

億
９
９
２
７
万
円
と
な
っ
た
。

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

へ
の
待
機
者
は
何
人
か
。

答　

平
成
27
年
度
で
、
要
介

護
３
以
上
は
43
人
で
あ
る
。

問　

定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
看
護
の
実
績
が
な
い

が
。

答　

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
抵
抗

が
あ
り
、
利
用
が
生
じ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
山
下
秋
夫
議
員

　

要
支
援
切
り
の
改
悪
は
や

め
る
べ
き
で
あ
り
、
医
療
介

護
法
に
よ
り
負
担
を
も
た
ら

す
決
算
に
反
対
す
る
。

平成27年度特別会計・企業会計決算

〈
賛
成
10
、
反
対
２
で
認
定
〉

歳
入 
48
億
７
０
６
８
万
円

歳
出 
47
億
３
１
７
１
万
円

　

歳
入
の
主
要
な
財
源
で
あ

る
国
民
健
康
保
険
税
は
、
法

定
軽
減
の
拡
充
に
よ
り
調
定

額
が
前
年
度
に
比
べ
減
少
し

ま
し
た
が
、
国
特
別
調
整
交

付
金
お
よ
び
法
定
外
繰
入
金

の
増
額
に
よ
り
歳
入
は
大
幅

な
増
額
と
な
っ
た
。

　

歳
出
も
、
前
期
高
齢
者
の

増
加
を
背
景
に
保
険
給
付
費

が
増
加
し
、
共
同
事
業
拠
出

金
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
大
幅

な
増
加
と
な
っ
た
。

　

年
々
財
源
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
、
平
成
30
年
度
か
ら

の
広
域
化
に
向
け
た
準
備
を

着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

問　

特
別
調
整
交
付
金
は
経

営
努
力
に
対
し
交
付
さ
れ
る

が
、
内
容
は
。

答　

11
項
目
あ
る
推
薦
基
準

に
対
し
、
６
項
目
該
当
し
た

こ
と
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
。

問　

国
保
制
度
が
広
域
化
さ

れ
、
県
に
移
管
さ
れ
る
と
、

保
険
税
は
上
が
る
の
か
。

答　

県
か
ら
示
さ
れ
る
標
準

税
率
に
基
づ
き
、
町
が
税
率

を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
山
下
秋
夫
議
員

　

町
が
運
営
す
る
国
民
健
康

保
険
で
は
、
負
担
を
超
え
る

保
険
税
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
多
く
し
、
誰
も
が
払
え

る
国
民
健
康
保
険
税
に
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　

山
妙
子
議
員

　

保
険
者
と
し
て
適
正
か
つ

健
全
な
事
業
運
営
を
目
指
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
特
別
調

整
交
付
金
が
増
額
さ
れ
た
こ

と
。
受
診
率
向
上
を
目
的
と

し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
た
こ
と
に
よ
り
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
10
、
反
対
２
で
認
定
〉

歳
入 

25
億
４
７
７
１
万
円

歳
出 

24
億
２
０
０
２
万
円

　

平
成
28
年
３
月
末
現
在
の

65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険

者
は
、
町
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は
30
・
２
％
。
要
介
護

等
認
定
者
は
、１
３
４
９
人

で
、認
定
率
は
13
・
３
％
と

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
金
２
億
９
０
９
０
万
円

　
国
民
健
康
保
険

　
介
護
保
険

国
保
会
計
引
き
続
き
、
厳
し
い
財
政
運
営

主
な
質
疑

主
な
質
疑

●平成27年度特別会計・企業会計決算

〈
賛
成
10
、
反
対
２
で
認
定
〉

歳
入 

３
億
９
１
２
８
万
円

歳
出 

３
億
８
７
８
１
万
円

　

歳
入
の
主
な
財
源
と
な
る

現
年
度
分
の
保
険
料
収
納
額

は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１

０
８
１
万
円
増
加
し
た
。

　

平
成
27
年
度
末
に
お
け
る

被
保
険
者
数
は
４
２
６
４
人

で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合

（
加
入
率
）は
12
・
７
％
と
な

り
年
々
上
昇
し
て
い
る
。

問　

収
入
未
済
額
が
減
少
し

て
い
る
理
由
は
。

答　

督
促
者
に
対
し
て
電
話

し
た
り
、
催
告
書
を
送
付
す

る
な
ど
地
道
な
処
理
を
行
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
山
下
秋
夫
議
員

　

老
健
保
険
制
度
に
戻
し
、

国
庫
負
担
の
増
額
を
求
め
る
。

差
別
と
負
担
増
を
そ
の
ま
ま

に
し
た
決
算
に
は
反
対
す
る
。

〈
全
会
一
致
で
認
定
〉

歳
入 

９
億
２
３
５
４
万
円

歳
出 

８
億
９
２
２
９
万
円

　

平
成
27
年
度
は
、
道
仏
土

地
区
画
整
理
地
内
の
既
存
市

街
地
区
域
に
お
い
て
管
き
ょ

整
備
を
実
施
し
、
平
成
27
年

度
末
ま
で
の
公
共
下
水
道
の

総
整
備
面
積
は
約
３
５
３
・

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
事

業
認
可
区
域
の
整
備
は
１
０

０
％
完
了
し
た
。

問　

分
担
金
お
よ
び
負
担
金

の
収
入
済
額
５
５
９
万
円
は

何
か
。

答　

市
街
化
区
域
内
の
農
地

は
負
担
金
猶
予
と
な
っ
て
い

る
が
、
宅
地
化
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
受
益
者
負
担
金
と
し

て
納
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

問　

事
業
認
可
区
域
の
整
備

は
完
了
し
た
が
、
接
続
し
て

い
な
い
家
庭
は
何
軒
あ
る
か
。

答　

約
５
０
０
軒
で
あ
る
。

〈
全
会
一
致
で
認
定
〉

歳
入 

５
５
０
６
万
円

歳
出 

５
０
９
２
万
円

　

農
業
集
落
排
水
は
、
施
設

整
備
も
完
了
し
全
面
的
に
供

用
開
始
し
て
い
る
の
で
、
事

業
の
中
心
は
維
持
管
理
で
あ

る
。

　

今
後
も
排
水
施
設
の
適
正

な
管
理
を
行
い
、
農
業
地
区

の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
。

〈
賛
成
10
、
反
対
２
で
認
定
〉

●
収
益
的
収
支

収
益
的
収
入
８
億
９
３
３
８
万
円

収
益
的
支
出
７
億
２
０
６
９
万
円

●
資
本
的
収
支

資
本
的
収
入　
　

２
１
４
７
万
円

資
本
的
支
出
１
億
７
４
０
３
万
円

不
足
額　
　

１
億
５
２
５
６
万
円

　

不
足
額
は
、
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補

て
ん
し
た
。

問　

給
水
量
が
減
少
し
て
い

る
中
、
利
益
が
増
え
て
い
る

理
由
は
。

答　

給
水
量
の
減
少
は
節
水

機
器
の
普
及
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

利
益
が
出
て
い
る
の
は
、
道

仏
土
地
区
画
整
理
地
内
の
給

水
申
請
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
。

問　

埼
玉
県
か
ら
購
入
す
る

県
水
の
量
は
減
ら
せ
な
い
か
。

答　

宮
代
町
の
井
戸
水
は
浄

水
場
で
の
処
理
費
も
発
生
す

る
こ
と
か
ら
、
県
水
は
減
ら

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

問　

未
処
分
利
益
剰
余
金
の

使
途
は
。

答　

老
朽
施
設
更
新
の
た
め

の
建
設
改
良
積
立
金
の
一
部

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
山
下
秋
夫
議
員

　

理
由
は
、
高
す
ぎ
る
水
道

料
金
で
あ
る
。
県
水
の
取
水

量
も
減
ら
す
べ
き
で
あ
り
、

自
前
の
水
の
比
率
を
高
め
、

水
道
料
金
の
値
下
げ
を
求
め

て
、
決
算
に
反
対
す
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業

　
水
道
事
業

後
期
高
齢
者
医
療

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

公
共
下
水
道
事
業

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

賛
成
討
論
九、

みやしろ議会だよりNo.100 67
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〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

　

歳
入
歳
出
に
５
億
１
０
２

９
万
円
を
追
加
。

　

前
年
度
決
算
の
確
定
に
伴

う
繰
越
金
、
職
員
の
人
事
異

動
、
共
済
負
担
率
な
ど
に
係

る
人
件
費
補
正
、
国
県
負
担

割
合
の
確
定
に
伴
う
国
保
会

計
へ
の
繰
出
、
歩
道
整
備
に

伴
う
用
地
、
物
件
、
土
地
鑑

定
評
価
の
調
査
業
務
に
係
る

経
費
が
主
な
も
の
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

お
け
る
総
合
運
用
テ
ス
ト
に

要
す
る
経
費
と
は
。

答　

平
成
29
年
１
月
に
国
、

平
成
29
年
７
月
に
地
方
公
共

団
体
と
の
情
報
連
携
開
始
に

あ
た
る
テ
ス
ト
に
要
す
る
費

用
。

問　

進
修
館
小
ホ
ー
ル
の
空

調
機
器
交
換
工
事
の
内
容
は
。

答　

暖
房
機
器
が
故
障
し
部

品
供
給
が
な
く
修
理
不
可
能

の
た
め
、
冷
暖
房
一
体
型
で

す
べ
て
交
換
す
る
。

問　

地
区
生
活
道
路
整
備
事

業
に
お
け
る
県
と
町
と
の
持

ち
分
は
。

答　

歩
道
整
備
に
伴
う
用
地

確
保
の
た
め
の
用
地
調
査
、

物
件
調
査
、
土
地
の
鑑
定
評

価
の
委
託
料
と
土
地
の
買
収
、

い
わ
ゆ
る
物
件
補
償
に
つ
い

て
は
町
が
行
い
、
歩
道
工
事

に
つ
い
て
は
、
用
地
を
確
保

し
た
段
階
で
埼
玉
県
が
事
業

主
体
と
な
り
、
工
事
を
施
工

す
る
。

　
　
　
　
　
　
丸
藤
栄
一
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
要

す
る
経
費
に
は
反
対
で
す
が
、

五
差
路
の
歩
道
整
備
に
要
す

る
調
査
費
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
な
ど

必
要
な
予
算
で
あ
り
賛
成
。

　
　
　
　
　
　
小
河
原 

正
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

は
、
不
安
の
な
い
よ
う
に
す

べ
き
。
五
差
路
の
問
題
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
の
で
賛
成
。

工事請負契約の締結・補正予算・人事

町
教
育
委
員
に

吉
澤
久
美
子
氏
を
任
命

　

町
教
育
委
員
に
吉
澤
久
美

子
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
全

会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
・
補
充

員
に
８
名
が
当
選

選
挙
管
理
委
員

　

□
齋
藤　

康
男
氏（
西
原
）

　

□
髙
畑　

洋
一
氏（
須
賀
）

　

□
小
林　

弘
明
氏（
和
戸
）

　

□
島
村　

惠け
い
こ子
氏（
宮
代
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

□
菊
地　

正
明
氏（
和
戸
）

　

□
岡
村　

信
夫
氏（
東
）

　

□
渋
谷　

清き
よ
の
ぶ信

氏（
須
賀
）

　

□
宮
下
美み

や

こ
哉
子
氏（

東
姫
宮
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

主
な
質
疑

賛
成
討
論

賛
成
討
論

人
　
事
　

　

防
災
行
政
無
線
の
老
朽
化
に
伴
い
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
。

　

請
負
業
者　

株
式
会
社　

富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル

　

請
負
金
額　

２
億
８
９
１
１
万
円

　

施
行
期
限　

平
成
29
年
３
月
31
日

　この奨学金制度は、国立大学、私立大学とも授業料が高止まりしていることなどが背景となって、利
用者は2016年度大学生らの約4割にあたる132万人と増加傾向にある一方、非正規雇用などによって卒
業後の収入が安定せず、奨学金の返済に悩む人が少なくない。
　よって政府においては、納税者である国民の理解も得つつ、学生が安心して勉学に励めるよう、返済
不要の「給付型奨学金」の創設や無利子奨学金の拡充など具体的な経済支援策として、下記の事項につ
いて取り組むことを強く求める。

記
1. 　学ぶ意欲のある若者が経済的理由で進学を断念することがないよう、奨学金や授業料減免などの支
援を拡充するとともに、貧困の連鎖を断ち切るため、2017年度を目途に給付型奨学金を創設すること。
2. 　希望するすべての学生等への無利子奨学金の貸与をめざし、「有利子か
ら無利子へ」の流れを加速するとともに、無利子奨学金の残存適格者を直
ちに解消すること。
3. 　低所得世帯については、学力基準を撤廃し無利子奨学金を受けられるよ
うにすること。
4. 　返済月額が所得に連動する新所得連動返還型奨学金制度については、制
度設計を着実に進め、既卒者への適用も推進すること。併せて、現下の低
金利環境を踏まえ、有利子奨学金の金利を引き下げること。

　2007年調査における、無年金見込者を含めた無年金者数は最大118万人で、このうち65歳以上の無
年金者は最大42万人と推計されている。また、厚生労働省は、仮に受給資格期間を10年に短縮すれば、
無年金者の約4割にあたる17万人が受給権を得る可能性があるとしている。
　無年金者対策については、本年8月に示された政府の「未来への投資を実現する経済対策」において、
その実施が明記されたところである。
　よって政府においては、必要な財源の確保を含め、安心の社会保障の実現を図るため、早急に下記の
事項について取り組むことを強く求める。

記
1.  　無年金者対策は喫緊の課題であることから、年金の受給資格期間を25年
から10年に短縮する措置について、2017年度中に確実に実施できるよう
必要な体制整備を行うこと。

2. 　低年金者への福祉的な措置として最大月額5000円（年６万円）を支給す
る「年金生活者支援給付金」等については、財源を確保した上で、できる
だけ早期の実施をめざすこと。

全会一致で可決し、政府へ送付―――――――――――――――――
　

意見書

返済不要の「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学金
の拡充を求める意見書 (抜粋)

無年金者対策の推進を求める意見書 (抜粋)

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

工
事
請
負
契
約
の
締
結

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

みやしろ議会だよりNo.100 8
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一 般 質 問

「姫宮駅西口（南）」交差点から春日部方面を望む

問 

①
和
戸
駅
周
辺
整
備
事
業

は
断
念
し
た
が
、
新
た
な
視
点

で
姫
宮
駅
周
辺
整
備
は
で
き
な

い
か
。

②
町
道
２
５
２
号
線
の
延
伸
は
。

③
姫
宮
駅
周
辺
の
土
地
利
用
に

対
す
る
意
向
調
査
を
実
施
す
べ

き
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

①
埼
玉
県
は
「
ま
ち
づ
く
り

埼
玉
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
住

居
系
で
市
街
化
区
域
の
拡
大
が

で
き
る
の
は
、
県
南
地
区
の
み

と
し
た
た
め
、
こ
の
区
域
外
で

あ
る
当
町
は
、
住
居
系
の
拡
大

が
で
き
な
く
な
っ
た
。

②
町
道
２
５
２
号
線
の
延
伸
に

つ
い
て
は
、
春
日
部
市
に
お
い

て
北
春
日
部
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
を
検
討
中
と
の
情
報
を
得

た
こ
と
か
ら
、
具
体
的
に
な
っ

た
段
階
で
再
協
議
し
て
い
く
。

③
町
道
２
５
２
号
線
の
延
伸
の

実
現
に
よ
っ
て
は
、
姫
宮
駅
周

辺
の
土
地
利
用
の
考
え
も
変
わ

っ
て
く
る
の
で
、
そ
の
段
階
で

土
地
所
有
者
の
意
向
調
査
を
実

施
す
る
。

優
良
田
園
住
宅
実
現
の

方
策
は

問 

①
前
定
例
会
で
優
良
田
園

住
宅
制
度
を
検
討
す
る
旨
、
町

長
自
ら
言
及
し
た
。
そ
の
見
解

は
。

②
優
良
田
園
住
宅
制
度
は
将
来

的
な
手
法
と
の
見
解
か
ら
、
そ

の
後
現
行
手
法
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
理
由
は
。

答 

町
長　

①
和
戸
駅
西
側
地

区
整
備
事
業
を
断
念
し
た
後
、

一
手
法
と
し
て
優
良
田
園
住
宅

制
度
の
可
能
性
を
あ
げ
た
も
の

で
あ
る
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

②
無
秩
序
な
開
発
抑
制
が
で

き
る
点
は
評
価
す
る
が
、
一
手

法
で
あ
る
。

住居系の市街化区域拡大はできなくなった
姫宮駅周辺整備促進計画の策定を望む

一般質問項目一覧（抽選順）

町政をただす

　一般質問は９月６日、７日、８日の３
日間おこなわれました。
　11人の議員が登壇し、介護施設の現
状と今後の対応、五差路の安全対策、駅
周辺整備など37項目にわたり、町の考
えをただしました。
　ここに掲載したものは、質問・答弁と
もに質問者がまとめたものです。

本会議の様子

１. 伊草 弘之 議員……………………………… P11
① 優良田園住宅実現に向けた方策は
② 姫宮駅周辺の新たな整備促進計画の策定を

２. 　山 妙子 議員……………………………… P12
① 宮代町の教育
② 男女共同参画の取り組み
③ 老人クラブ

３.  小河原 正 議員……………………………… P13
① 東武動物公園駅西口開発
② 高齢者に暖かい町政を
③ カーブミラーと外灯
④ 姫宮落川の河川改修
⑤ 2020東京オリンピックの効果

４. 山下 秋夫 議員……………………………… P14
①  町が雇用する非正規職員の数と最低賃金を
1,000円に

② 県道、町道の整備を
③ 高い国保税の引き下げを
④  小中学校の全教室にエアコン設置と校舎の安全
対策は

５. 石井 眞一 議員……………………………… P15
① 町内循環バスの運行ルートの見直し
② 小・中学校へのエアコン設置
③ 和戸横町地区企業誘致の進ちょく状況
④ 東小学校南側五差路の交通安全対策

６. 野原 洋子 議員……………………………… P16
①  障がい者及び高齢者施設の安全面と人権教育
② 進修館の駐車場増設は

７.  関　弘秀 議員……………………………… P17
① 介護施設の現状と今後の対応
② 自転車走行レーンの表示
③ 東武動物公園駅の東・西口整備
④ 五差路の安全対策

８. 唐沢 捷一 議員……………………………… P18 
① 宮代町公用自動車の管理
② 町の公共用地の借地解消計画
③ 宮代町消防団の体制整備

９. 丸藤 栄一 議員……………………………… P19
①  小中学校の統廃合
② 住宅リフォーム助成制度の創設を
③ 町内循環バスの増便と運行コースの改善を

10. 中野 松夫 議員……………………………… P20
① 閉鎖後の公共施設の管理　
② 老朽化する水道管対策
③ 水田の継続的維持

11. ⻆野 由紀子 議員…………………………… P21
① B型肝炎ワクチンの助成事業
② 読書通帳
③ 町道76号線整備
④ 近隣との連携

九

伊
草
弘
之　

議
員
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一 般 質 問

2016年（平成28年）９月定例議会13

問 

姫
宮
落
の
河
川
改
修
と
、

笠
原
地
域
な
ど
の
浸
水
被
害
防

止
を
図
る
排
水
機
場
の
改
修
を

早
急
に
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

姫
宮
落
の
鉄
橋
の
工
事
は
、

平
成
23
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
平

成
28
年
５
月
に
改
修
工
事
を
終

了
し
て
い
る
。
河
川
改
修
は
今

後
、
上
流
部
に
向
け
て
拡
幅
を

進
め
て
い
く
予
定
だ
が
、
国
庫

対
象
事
業
と
し
て
の
採
択
状
況

に
よ
り
進
展
す
る
。

　

町
と
し
て
も
台
風
に
よ
り
笠

原
地
区
を
は
じ
め
、
地
盤
の
低

い
地
域
で
冠
水
被
害
が
生
じ
て

い
る
の
で
、
引
き
続
き
姫
宮
落

の
河
川
改
修
を
進
め
て
い
た
だ

く
よ
う
、
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　

笠
原
地
区
の
排
水
機
場
は
、

平
成
９
年
に
設
置
さ
れ
、
浸
水

被
害
軽
減
の
た
め
運
転
さ
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
近
年
に
お
け
る
集

中
豪
雨
の
頻
度
増
加
や
降
雨
量

が
増
大
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

た
び
た
び
浸
水
被
害
が
発
生
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、

町
で
は
浸
水
被
害
解
消
に
向
け

た
調
査
業
務
委
託
を
実
施
し
て

い
る
。

　

調
査
の
内
容
は
、
浸
水
被
害

区
域
に
お
け
る
既
存
の
排
水
系

統
や
排
水
能
力
を
調
査
し
、
近

年
の
降
雨
量
の
デ
ー
タ
な
ど
を

も
と
に
、
浸
水
解
消
に
必
要
な

排
水
構
造
や
容
量
を
計
算
し
、

そ
の
対
策
を
検
討
す
る
。

　

排
水
機
場
の
改
修
は
、
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
性
や

方
法
お
よ
び
時
期
な
ど
に
つ
い

て
十
分
検
討
し
て
い
く
。
調
査

は
、
６
月
に
発
注
し
、
12
月
中

に
結
果
が
で
る
。

姫宮落の拡幅と排水機場の改修を実施
浸水被害解消を早急に

笠原地域の排水機の能力アップを

「
継
承
の
中
の
創
造
」
を
大
切
に
し
た
い

宮
代
町
の
教
育
に
つ
い
て
教
育
長
の
考
え
は

小中一貫教育（英語交流会）須賀中学校区

問 

①
ど
こ
に
視
点
と
重
き
を

お
き
導
く
の
か
。
②
将
来
に
結

び
付
く
具
体
的
な
取
り
組
み
。

③
活
動
休
止
中
の
社
会
教
育
委

員
の
必
要
性
は
。

答 

教
育
長　

①
指
導
に
あ
た

る
教
職
員
の
指
導
力
向
上
と
家

庭
地
域
の
教
育
力
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
②
９
か
年
を
見
通

し
た
特
色
あ
る
小
、
中
一
貫
教

育
を
推
進
し
た
い
。
③
生
涯
学

習
の
発
展
の
た
め
社
会
教
育
委

員
の
役
割
は
重
要
だ
が
、
別
の

審
議
会
や
方
法
で
補
っ
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み

問 
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要

で
あ
る
。
課
長
級
に
対
す
る
外

部
講
師
の
研
修
は
し
て
い
る
か
。

答 

総
務
課
長　

課
長
級
の
研

修
は
行
っ
て
い
な
い
。
管
理
職

を
は
じ
め
と
し
た
職
員
へ
の
研

修
は
不
可
欠
で
あ
る
。
ど
ん
な

メ
ニ
ュ
ー
の
研
修
が
効
果
的
か
、

先
進
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら

企
画
し
て
い
き
た
い
。

問 

①
校
長
、
教
頭
に
対
す
る

研
修
内
容
と
町
独
自
の
研
修
は
。

②
中
学
校
の
人
権
教
育
の
中
に

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
取
り
組
み
を
。

答 

教
育
長　

①
県
で
全
体
研

修
会
を
実
施
し
て
い
る
。
町
と

し
て
校
長
、
教
頭
に
特
化
し
た

研
修
は
実
施
し
て
い
な
い
。

②
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
は
、
若
年
者
に

関
わ
る
注
視
す
べ
き
人
権
問
題

で
被
害
の
防
止
を
含
め
た
人
権

教
育
の
推
進
に
努
め
る
。

　

老
人
ク
ラ
ブ

問 

加
入
者
数
や
補
助
金
額
の

見
直
し
を
。

答 

健
康
介
護
課
長　

加
入
者

が
減
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
小
規

模
化
が
進
ん
で
い
る
。
元
気
な

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
整

備
が
必
要
だ
が
、
見
直
し
な
ど

は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

九
山
妙
子　

議
員

小
河
原　

正　

議
員
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一 般 質 問

2016年（平成28年）９月定例議会15

問 

東
小
学
校
南
側
五
差
路
の

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

①
歩
道
設
置
事
業
化
に
向
け

て
の
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
と

の
協
議
、
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

　

②
歩
道
設
置
事
業
化
に
向
け

て
の
見
通
し
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

①
平
成
27
年
５
月
11
日
、
地

元
関
係
者
や
町
議
会
議
員
の
連

名
に
よ
る
歩
道
な
ど
の
設
置
要

望
を
受
け
、
埼
玉
県
と
歩
道
整

備
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
き

た
。
協
議
の
結
果
、
歩
道
整
備

に
伴
う
用
地
確
保
の
た
め
の
用

地
調
査
、
物
件
調
査
、
土
地
鑑

定
評
価
の
委
託
業
務
お
よ
び
土

地
買
収
、
物
件
補
償
に
つ
い
て

は
町
が
行
い
、
歩
道
工
事
は
埼

玉
県
が
事
業
主
体
に
な
り
施
工

す
る
と
い
う
役
割
分
担
を
明
確

に
し
た
。

　

②
平
成
28
年
３
月
、
関
係
地

権
者
へ
の
事
業
の
内
容
を
説
明

し
、
歩
道
整
備
計
画
に
つ
い
て

概
ね
理
解
が
得
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
28
年
７
月
か
ら
杉
戸

県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
、

歩
道
整
備
工
事
測
量
設
計
業
務

を
発
注
し
た
。

　

町
で
は
９
月
議
会
に
お
い
て

歩
道
用
地
確
保
に
要
す
る
測
量

費
用
を
補
正
予
算
で
上
程
し
て

い
る
。
補
正
予
算
成
立
後
（
平

成
28
年
９
月
27
日
可
決
）
に
業

務
委
託
を
行
い
随
時
事
業
を
進

め
て
い
く
。

　

今
後
は
、
各
地
権
者
に
来
年

３
月
終
了
予
定
の
調
査
結
果
を

提
示
し
な
が
ら
、
４
月
以
降
に

本
格
的
な
用
地
交
渉
を
行
い
、

関
係
地
権
者
の
了
解
が
得
ら
れ

た
な
ら
、
平
成
30
年
度
に
歩
道

設
置
工
事
を
実
施
す
る
予
定
。

平成30年度に歩道設置工事を実施する

早期の歩道設置工事が望まれる東小学校南側五差路

東小学校南側五差路の交通安全対策は

問 

国
民
健
康
保
険
の
加
入
世

帯
と
滞
納
世
帯
数
は
。

答 

住
民
課
長　

加
入
世
帯
は

５
８
４
７
世
帯
、
被
保
険
者
数

は
９
７
２
８
人
。
滞
納
世
帯
数

は
１
２
６
１
世
帯
と
な
っ
て
い

る
。

問 

滞
納
世
帯
が
増
え
て
い
る

状
況
の
下
、
国
保
税
は
引
き
下

げ
を
。

答 

住
民
課
長　

法
定
外
繰
入

の
一
部
解
消
の
た
め
、
国
保
税

の
引
き
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
。

非
正
規
職
員
の
賃
金
引
き
上
げ
を

問 
町
の
た
め
に
働
く
非
正
規

労
働
者
数
と
、
町
と
契
約
し
て

い
る
民
間
労
働
者
数
と
労
働
条

件
は
。

答 

総
務
課
長　

一
般
事
務
の

時
間
給
は
８
８
０
円
、
保
育
士

１
１
０
０
円
、
看
護
師
１
３
０

０
円
、
保
健
師
１
６
０
０
円
で

非
正
規
職
員
の
人
数
は
合
計
１

６
４
人
。
指
定
管
理
職
員
は
２

１
６
人
、
う
ち
非
正
規
職
員
の

最
低
賃
金
は
８
２
０
円
で
あ
る
。

問 

最
低
賃
金
答
申
が
８
４
５

円
に
、
関
東
４
都
道
府
県
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
の
時
間
給
が
１
０

１
８
円
に
な
っ
て
い
る
。
町
の

た
め
に
働
く
非
正
規
労
働
者
の

賃
金
の
引
き
上
げ
を
。

答 

総
務
課
長　

国
や
県
、
近

隣
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問 

学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。

答 

町
長　

財
政
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
進
め
な
く
て
は
な
ら

ず
、
具
体
的
な
設
置
時
期
は
申

し
上
げ
ら
れ
な
い
。

問 

学
校
地
域
地
震
係
数
基
準

は
。

答 

教
育
推
進
課
長　

国
交
省

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
お
り
、

宮
代
町
を
含
む
埼
玉
県
で
は
、

1.0
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

一定
の
引
き
上
げ
は
や
む
を
得
な
い

国保税を引き下げて、だれもが払えるように

高
い
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

山
下
秋
夫　

議
員

石
井
眞
一　

議
員
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１人ひとりの尊い命を守るために　　　　　

問 

①
「
相
模
原
障
が
い
者
施

設
殺
傷
事
件
」
を
ふ
ま
え
、
町

と
し
て
の
障
が
い
者
観
は
。

②
当
町
に
お
け
る
障
が
い
者
お

よ
び
高
齢
者
施
設
の
安
全
面
は
。

答 

福
祉
課
長　

①
障
が
い
者

基
本
法
第
１
条
で
は
す
べ
て
の

国
民
が
、
障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
等
し
く
基
本
的
人

権
を
享
有
す
る
か
け
が
え
の
な

い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も

の
と
い
う
理
念
が
示
さ
れ
て
お

り
、
当
町
と
し
て
も
障
が
い
の

有
無
に
よ
っ
て
わ
け
隔
て
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

を
目
指
す
。

②
町
の
福
祉
作
業
所
で
は
入
口

自
動
ド
ア
解
放
の
中
止
な
ど
施

設
内
へ
の
出
入
り
管
理
を
強
化

し
た
ほ
か
、
避
難
経
路
、
職
員

間
の
連
絡
方
法
の
確
認
、
杉
戸

警
察
と
の
協
力
・
連
携
体
制
に

よ
る
不
審
者
対
応
訓
練
の
実
施
、

防
犯
用
具
の
整
備
を
行
っ
た
。

問 

教
育
の
場
で
の
対
処
は
。

答 

教
育
長　

こ
の
た
び
の
事

件
を
受
け
、
命
の
大
切
さ
や
障

が
い
者
へ
の
正
し
い
理
解
を
深

め
、
支
え
合
う
共
生
社
会
の
形

成
に
向
け
て
、
児
童
生
徒
へ
の

き
め
細
や
か
な
指
導
を
充
実
し

て
い
く
。

進
修
館
駐
車
場
増
設

問 

進
修
館
駐
車
場
増
設
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

用
地
の

大
部
分
を
近
隣
住
民
か
ら
お
借

り
し
て
お
り
、
拡
張
整
備
は
困

難
な
状
況
で
あ
る
。

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
安
心
な
社
会
の
実
現

障
が
い
者
や
高
齢
者
施
設
の
安
全
面
と
人
権
教
育

問 

ト
ラ
ブ
ル
・
問
題
へ
の
対

応
・
対
策
は
。

答 

健
康
介
護
課
長　

町
内
の

施
設
に
お
い
て
は
、
不
審
者
の

侵
入
に
よ
り
入
所
者
や
職
員
が

被
害
に
遭
っ
た
と
い
う
事
件
は

な
い
が
、
入
所
者
の
転
倒
に
よ

る
怪
我
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

集
団
感
染
な
ど
が
発
生
し
て
い

る
。

　

そ
の
場
合
、
発
生
し
た
経
過

な
ど
記
載
し
た
報
告
書
を
町
に

提
出
。
内
容
に
よ
っ
て
は
責
任

者
な
ど
か
ら
説
明
・
経
過
報
告

を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
業
務

改
善
計
画
書
な
ど
の
提
出
を
求

め
る
。

問 

施
設
・
利
用
者
と
の
面
談

の
状
況
は
。

答 

健
康
介
護
課
長　

介
護
相

談
員
を
通
じ
て
対
応
。
８
名
の

介
護
相
談
員
が
二
人
一
組
で
訪

問
活
動
を
実
施
し
、
意
見
や
要

望
を
事
業
者
へ
伝
え
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

介
護
施
設
へ
も
月
１
回
程
度

の
訪
問
を
実
施
し
て
い
る
が
、

利
用
者
の
増
加
も
あ
り
相
談
員

活
動
の
あ
り
方
も
検
討
す
る
。

問 

今
後
の
介
護
問
題
へ
の
対

応
・
対
策
は
。

答 

健
康
介
護
課
長　

全
て
の

介
護
事
業
所
に
対
し
、
入
所
者

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
文
書
に

よ
り
注
意
喚
起
。
内
容
は
、
夜

間
に
お
け
る
施
錠
の
徹
底
、
緊

急
時
の
際
の
連
絡
体
制
や
警
察

と
の
連
携
体
制
の
再
確
認
。

　

「
六
花
」
に
お
い
て
は
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
裏
口
に
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
導
入
。

ま
た
、
さ
す
ま
た
を
購
入
。　

町内施設の安全確保を

個別通知にて周知を図っていく
今後の介護施設における対応と対策は

関　

弘
秀　

議
員

野
原
洋
子　

議
員
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問 

町
消
防
団
は
、
町
民
の
命

と
財
産
を
守
る
活
動
を
日
夜
展

開
し
て
い
る
。
そ
の
活
動
を
さ

ら
に
支
援
す
る
環
境
整
備
を
。

答 

町
民
生
活
課
長　

分
団
の

活
動
拠
点
で
あ
る
団
詰
所
は
築

40
年
を
経
た
建
物
も
あ
り
、
早

期
に
整
備
し
た
い
。
ま
た
、
消

防
団
活
動
の
機
器
は
『
消
防
団

を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
』
を

受
け
て
装
備
の
基
準
を
見
直
し
、

今
年
度
実
施
す
る
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
併
せ
て
、

町
の
防
災
力
ア
ッ
プ
を
さ
ら
に

進
め
る
。

　

公
用
自
動
車
の
管
理

問 

町
公
用
自
動
車
の
使
用
規

準
や
管
理
状
況
は
。

答 

企
画
財
政
課
長　

町
で
所

有
し
て
い
る
公
用
車
は
、
全
部

で
57
台
で
あ
る
。
維
持
管
理
は
、

常
に
良
好
な
状
態
を
保
つ
た
め

に
法
定
点
検
整
備
は
勿
論
で
あ

る
が
、
全
職
員
に
公
用
車
の
適

正
管
理
の
周
知
・
徹
底
を
し
て

い
る
。

公
共
用
地
の
借
地
解
消
計
画

問 

公
共
用
地
と
し
て
使
用
し

て
い
る
借
地
を
順
次
解
消
す
る

計
画
は
。

答 

企
画
財
政
課
長　

現
在
、

公
共
用
地
と
し
て
使
用
し
て
い

る
面
積
は
、
約
７
万
７
千
平
方

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　

今
後
、
借
地
解
消
に
向
け
て

の
方
針
計
画
は
、
平
成
18
年
に

策
定
し
た
『
公
共
施
設
の
借
地

の
在
り
方
』
を
基
本
に
、
地
権

者
の
意
向
も
あ
る
が
、
財
政
状

況
を
考
慮
し
、
順
次
取
得
す
る

方
向
で
考
え
て
い
く
。

町
消
防
団
活
動
の
充
実
を

分
団
活
動
の
拠
点
を
整
備
す
る

　　　　 整備が待たれる活動拠点

唐
沢
捷
一　

議
員

問 

町
は
学
校
統
廃
合
の
理
由

を
「
児
童
生
徒
数
の
減
少
」
と

「
学
校
施
設
の
老
朽
化
」
を
挙

げ
て
い
る
。
将
来
の
人
口
は
ど

う
な
る
の
か
。

答 

企
画
財
政
課
長　

社
人
研

（
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
）
の
推
計
モ
デ
ル
も
あ
る
が
、

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
町
独
自
で
作

っ
て
い
る
。
２
０
４
０
年
に
は

２
万
９
３
５
３
人
、
２
０
６
０

年
に
は
２
万
３
４
３
４
人
と
考

え
て
い
る
。

問 

そ
れ
ほ
ど
人
口
が
減
ら
な

い
の
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
急
い

で
統
廃
合
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

　

通
学
区
域
が
広
が
れ
ば
、
防

犯
・
通
学
安
全
上
の
心
配
な
ど

多
く
の
問
題
が
出
て
く
る
。

　

学
校
は
地
域
に
と
っ
て
災
害

時
の
避
難
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
で
も
あ
る
大
切
な
施
設
で

あ
る
。
そ
れ
を
失
う
是
非
を
考

え
て
の
方
針
か
。

答 
教
育
長　

そ
う
い
う
こ
と

を
無
視
し
て
考
え
た
わ
け
で
は

な
い
。
子
ど
も
た
ち
や
地
域
へ

の
影
響
な
ど
を
考
え
て
方
針
を

出
し
た
。

　

適
正
配
置
の
た
め
の
審
議
会

を
開
き
、
答
申
を
受
け
、
教
育

委
員
会
の
な
か
で
議
論
を
重
ね
、

方
針
を
作
っ
た
も
の
。

　

そ
の
答
申
や
方
針
に
基
づ
い

て
事
業
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。

循
環
バ
ス
運
行
コ
ー
ス
の

改
善
を

問 

現
在
、
循
環
バ
ス
を
運
行

し
て
い
な
い
地
域
へ
の
対
応
は
。

答 

企
画
財
政
課
長　

デ
マ
ン

ド
交
通
の
必
要
性
も
理
解
し
て

い
る
が
、
便
利
バ
ス
と
デ
マ
ン

ド
交
通
を
同
時
に
実
施
す
る
こ

と
は
、
財
政
状
況
か
ら
厳
し
い
。

どのように小中学校を統合・再編するのか？

審議会の答申を受け実現に向けて努力する
なぜ急いで学校統廃合する必要があるのか

丸
藤
栄
一　

議
員
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問 

読
書
に
親
し
ん
で
も
ら
う

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

「
読
書
通
帳
」
の
導
入
が
広
が

っ
て
い
る
。
近
隣
で
も
読
書
意

欲
の
向
上
や
教
育
活
動
に
つ
な

げ
よ
う
と
配
布
し
て
い
る
。
当

町
も
導
入
を
。

答 

教
育
推
進
課
長　

コ
ス
ト

を
か
け
ず
に
、
自
分
で
記
入
す

る
タ
イ
プ
の
通
帳
の
導
入
を
、

平
成
29
年
度
実
施
に
む
け
指
定

管
理
者
と
と
も
に
準
備
し
た
い
。

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

問 

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
る
と
、
キ
ャ
リ
ア
に
移
行

す
る
確
率
は
１
歳
未
満
の
場
合

90
％
、
１
歳
〜
４
歳
ま
で
の
乳

幼
児
20
％
〜
50
％
。
世
界
保
健

機
関
は
す
べ
て
の
小
児
へ
の
Ｂ

型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
告

し
て
い
る
。
定
期
接
種
開
始
か

ら
２
年
間
だ
け
で
も
対
象
外
と

な
る
３
歳
未
満
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
助
成
を
す
べ
き
。

答 
健
康
介
護
課
長　

定
期
接

種
に
位
置
付
け
ら
れ
た
本
年
４

月
以
降
に
生
ま
れ
、
生
後
１
歳

ま
で
を
対
象
者
と
し
、
10
月
か

ら
の
経
費
を
計
上
し
た
。
対
象

者
へ
の
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。

久
喜
市
循
環
バ
ス
の
延
伸

問 

久
喜
市
の
循
環
バ
ス
を
総

合
運
動
公
園
ま
で
乗
り
入
れ
て

も
ら
う
こ
と
は
で
き
る
か
。

答 

企
画
財
政
課
長　

久
喜
駅

発
着
点
と
す
る
久
喜
市
の
循
環

バ
ス
は
宮
代
町
内
に
「
沖
の

後
」
「
国
納
」
の
２
か
所
の
バ

ス
停
が
あ
る
が
、
現
時
点
で

「
総
合
運
動
公
園
」
ま
で
の
乗

り
入
れ
は
難
し
い
。

たくさんの本を読んで、履歴を残しましょう

実施にむけた準備をしていく
「読書通帳」で読書意欲を高める取り組みを

問 

町
の
農
地
の
多
く
は
水
田

と
し
て
米
作
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

農
地
の
集
約
化
、
基
盤
整
備

の
進
め
方
は
。

答 

産
業
観
光
課
長　

町
は
、

費
用
が
比
較
的
か
か
ら
な
い
こ

と
か
ら
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
農
家
や
認

定
農
業
者
を
中
心
に
、
農
地
情

報
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
農
地
の

集
約
化
を
図
る
方
法
に
よ
り
、

毎
年
度
段
階
的
に
進
め
て
き
て

い
る
。

　

水
田
の
大
区
画
化
や
農
道
、

用
排
水
路
の
面
的
な
整
備
な
ど

は
、
農
業
委
員
会
な
ど
関
係
団

体
と
連
携
し
、
継
続
し
て
集
落

内
で
の
話
し
合
い
を
進
め
て
い

け
る
よ
う
機
会
を
捉
え
て
説
明

会
や
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。

　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
掲

げ
る
担
い
手
を
中
心
に
し
た
集

約
化
も
併
せ
て
進
め
て
い
き
た

い
。

問 

閉
鎖
後
の
町
公
共
施
設
へ

の
対
応
は
。

①
旧
西
原
公
民
館

②
旧
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

答 

教
育
推
進
課
長　

①
「
旧

西
原
公
民
館
」
は
、
現
在
郷
土

資
料
館
の
倉
庫
と
し
て
利
用
し

て
い
る
。
今
後
、
資
料
も
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
文
化
財

の
保
管
場
所
と
併
せ
方
向
性
を

検
討
し
た
い
。

答 

企
画
財
政
課
長　

②
「
旧

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
」
は
、
周
囲

を
フ
ェ
ン
ス
で
囲
い
、
建
物
へ

の
侵
入
を
防
ぐ
措
置
を
し
て
い

る
。

　

西
原
自
然
の
森
エ
リ
ア
の
ほ

と
ん
ど
が
借
地
で
あ
り
、
借
地

契
約
の
期
限
で
あ
る
平
成
31
年

３
月
末
ま
で
に
は
一
定
の
方
向

性
を
出
し
て
い
き
た
い
。

これからも耕作されていくためには

地
域
で
の
説
明
会
・
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
く

農
地
の
集
約
化
、
基
盤
整
備
の
進
め
方
は

中
野
松
夫　

議
員

⻆
野
由
紀
子　

議
員
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「
み
や
し
ろ
議
会
だ
よ
り
」
の
創
刊
は
平
成
４
年
５
月
１
日
。
今
回
１
０
０
号
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
歴
代
委
員
長
が
集
合
。
25
年
前
の
創
刊
時
の
苦
労
や
、
紙
面
づ
く
り
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

創刊100号
記念座談会

左から⻆野由紀子、野口秀雄、合川泰治議長、
金子正志、関　弘秀、丸藤栄一。

金
子　
議
会
だ
よ
り
を
発
行

す
る
に
あ
た
り
ご
苦
労
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
初
代
委

員
長
の
赤
塚
さ
ん
に
、
創
刊

ま
で
の
い
き
さ
つ
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

赤
塚　

議
会
だ
よ
り
の
発
行

は
反
対
意
見
も
あ
り
、
２
年

か
か
っ
て
発
行
に
こ
ぎ
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
年
目
か
ら
は
紙
面
も
大

き
く
２
色
刷
り
と
な
り
、
読

み
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

丸
藤　

議
会
だ
よ
り
は
議
員

活
動
の
一
環
。
議
会
報
告
は

必
要
で
す
。
当
時
は
町
の
議

会
事
務
局
は
２
人
で
、
３
人

に
増
や
す
予
算
が
な
か
っ
た
。

『
じ
ゃ
あ
、
議
員
だ
け
で
自

主
編
集
す
る
か
ら
ぜ
ひ
発
行

を
』
と
発
行
す
る
に
至
り
ま

し
た
。
１
０
０
号
ま
で
自
主

編
集
を
続
け
て
い
ま
す
。

関　

創
刊
に
あ
た
っ
て
、
自

主
編
集
で
発
行
す
る
議
会
の

視
察
は
。

野
口　

初
め
の
こ
ろ
は
広
報

の
研
修
会
に
参
加
し
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
文
章
を
直
す

の
は
委
員
長
の
権
限
。
あ
い

ま
い
な
表
現
は
直
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
品
し
入
選
す
る
と
、
遠
く

の
市
町
村
か
ら
も
こ
の
宮
代

町
ま
で
視
察
に
来
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
紙
面

づ
く
り
が
本
当
に
楽
し
か
っ

た
で
す
ね
。

・赤塚 綾夫　 1992（平成４年）３月～
・野口 秀雄　 1996（平成８年）３月～
・⻆野 由紀子 2004（平成16年）３月～
・野口 秀雄　 2006（平成18年）３月～
・関　 弘秀　 2008（平成20年）３月～
・丸藤 栄一　 2010（平成22年）３月～
・金子 正志　 2016（平成28年）３月～

議
会
報
告
は
必
要

自
主
編
集
で
創
刊

丸
藤　

ど
う
い
う
紙
面
が
読

ま
れ
る
か
、
議
員
同
士
で

喧け
ん
け
ん
が
く
が
く

々
諤
々
。
み
ん
な
燃
え
て

い
ま
し
た
。

関　

議
会
だ
よ
り
で
住
民
に

知
ら
せ
る
こ
と
に
、
議
会
人

と
し
て
責
任
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

⻆
野　

野
口
さ
ん
が
ワ
ー
プ

ロ
を
購
入
し
て
議
員
活
動
や

議
会
だ
よ
り
作
成
に
活
用
し

て
い
た
の
が
懐
か
し
い
で
す
。

ひ
た
す
ら
研
修
が
多
か
っ
た

で
す
ね
。
50
号
の
と
き
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
選
を
果
た
し
ま

し
た
。
前
の
広
報
委
員
の
熱

意
を
途
絶
え
さ
せ
て
は
い
け

な
い
と
必
死
で
し
た
。

野
口　

朝
２
時
ご
ろ
起
き
て
、

ワ
ー
プ
ロ
で
編
集
作
業
を
し

て
ま
し
た
よ
。

丸
藤　

当
時
は
議
事
録
の
あ

ら
原
稿
が
な
い
か
ら
、
テ
ー

プ
を
聴
き
な
が
ら
の
確
認
に

は
苦
労
し
ま
し
た
。

関　

編
集
委
員
を
す
る
と
議

会
全
体
の
流
れ
を
確
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
書

い
た
ら
伝
わ
り
や
す
い
か
苦

心
し
ま
し
た
。

金
子　

関
委
員
長
の
と
き
に

図
書
館
の
指
定
管
理
導
入
が

提
案
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

関　

そ
う
で
す
。
６
対
７
で

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

丸
藤　

図
書
館
の
指
定
管
理

と
い
う
テ
ー
マ
で
八
王
子
市

に
視
察
に
い
き
ま
し
た
。
課

題
が
あ
る
と
き
は
視
察
が
勉

強
に
な
り
ま
す
。

金
子　

こ
れ
か
ら
の
紙
面
づ

く
り
は
。

丸
藤　

各
議
員
の
一
般
質
問

に
対
し
て
、
そ
の
後
ど
う
な

っ
た
か
追
跡
レ
ポ
ー
ト
を
や

り
た
い
。

⻆
野　

町
民
写
真
家
に
町
の

出
来
事
を
撮
っ
て
も
ら
っ
て
、

表
紙
に
掲
載
す
る
と
か
、
住

民
参
加
の
紙
面
づ
く
り
を
し

た
ら
い
い
で
す
ね
。

赤
塚　

議
員
を
や
め
て
10
年

に
な
り
ま
す
。
今
の
議
員
の

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

宮
代
町
の
将
来
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
赤
塚
さ
ん
は
都
合
に
よ
り

出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
電
話
取
材
に
よ
り
対
応

い
た
し
ま
し
た
）

　

創
刊
号
の
発

刊
以
来
、
25
年

の
歴
史
を
紡
い

で
き
た
議
会
だ

よ
り
は
、
議
会

の
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
皆
様
に
お
伝
え

す
る
と
い
う
責
務
を
果
た

す
た
め
、
歴
代
委
員
長
の

も
と
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し

た
。

　

み
や
し
ろ
議
会
だ
よ
り

の
特
徴
は
、
他
の
自
治
体

の
多
く
が
、
事
務
局
や
業

者
が
中
心
と
な
っ
て
編
集

さ
れ
て
い
る
な
か
、
議
員

自
ら
が
編
集
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
創
刊

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

そ
の
ス
タ
イ
ル
は
か
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
は
、
「
宮
代

町
議
会
基
本
条
例
」
と
い

う
議
会
の
憲
法
と
も
言
え

る
条
例
の
な
か
で
明
文
化

さ
れ
て
も
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
、
時
代
と

と
も
に
多
種
多
様
な
広
報

媒
体
や
手
法
が
あ
る
な
か
、

今
後
も
様
々
な
観
点
か
ら

検
討
を
加
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
皆
様
に
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会

だ
よ
り
と
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

更
な
る
高
み
を
目
指
し
て

情
報
と
志
を
共
有
す
る
広
報
紙
へ

住
民
参
加
の

紙
面
づ
く
り
を

読
み
や
す
い
　
わ
か
り
や
す
い

　  

親
し
み
や
す
い
　
紙
面
を
め
ざ
し
て

赤塚綾夫
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